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https://www.jwa.or.jp/news/2019/12/8823/

この情報に関する詳細につきましては、
下記、ホームページまで。

日本気象協会は、AIを活用し、GSMガイダンスを従来の
「20kmメッシュ・3時間雨量」から「5kmメッシュ・1時間
雨量」へと時間・空間双方でダウンスケーリングする手法を
開発しました。

これまでAIによる「空間」方向へのダウンスケーリング
手法は存在しましたが、「時間・空間」の双方向へのダウン
スケーリング手法は存在せず、日本気象協会が気象の業界
としてはじめて開発しました。
これまで、時間的・空間的に詳細な降雨予測を行うため

には、スーパーコンピュータなど高速処理が可能で高価な
計算機が必要でした。

Contents1 2019.08.30 発表

本手法では、スーパーコンピュータを使わず、汎用的な
計算機のみで時間的・空間的に詳細な予測を出すことが可
能となります。今後はさらに「1kmメッシュ・10分雨量」と
いった時空間方向へのダウンスケーリングも可能となります。

なお、入力する気象モデルはGSMガイダンス以外にも、
2019年6月末から気象庁が運用を開始したメソアンサンブ
ル予報や、ECMWFアンサンブル予測も利用可能です。

日本気象協会と国立研究開発法人 防災科学技術研究所、
国立大学法人 東京工業大学は、「都市気象情報プラット
フォームの研究開発」で試作した超高解像度「都市乱流予測」
を新宿でのドローン飛行実証実験に提供し、その有効性を
検証しました。
超高層ビル街区を含む大都市でのドローンの安全飛行を

目的とした、超高解像度「都市乱流予測」の活用は、国内
で初めての取り組みです。

大都市でのドローン飛行で都市気象情報の有効性を検証
～新宿でのドローン飛行実証実験に超高解像度「都市乱流予測」を提供～

Contents2 2019.12.13 発表

実証実験の写真風景
（2019年11月25日撮影）

超高解像度「都市乱流予測」の画面

日本気象協会、AIにより降雨予測の「時空間方向」へのダウンスケーリング手法を
開発 ～今後、ダムの効率的な運用や洪水予測の精度向上への活用を検討～

https://www.jwa.or.jp/news/2019/08/7901/

この情報に関する詳細につきましては、
下記、ホームページまで。

この研究開発では、超高層ビル街区の気象予測の実現と
有効利用を目指しており、都市気象情報のひとつとして超高
解像度「都市乱流予測」の開発を進めています。
このたび、本研究開発の一環として、「チーム・新宿」

による「新宿区災害対策本部訓練との連携によるドローンを
活用した超高層ビル街複数拠点での災害対応実証実験」に
て、試作中の超高解像度「都市乱流予測」の試験提供を
実施しました。
今回提供した超高解像度「都市乱流予測」は、新宿西口

エリアを対象とした2mメッシュ、5分間隔の情報で、超高層
ビル街区を含む大都市特有のビル風や強風、ビルによる乱
流などを予測します。
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Contents4 2019.10.1 発表

■スギ花粉の飛散開始時期
スギ花粉の飛散開始は、九州から東北まで例年並みとな

りそうです。2月上旬に九州や四国、東海、関東地方の一部
から花粉シーズンがスタートする見込みです。

2020年の1月は全国的に気温が平年並みか高くなる予想
ですが、2月は西日本、東日本、北日本ともに、ほぼ平年並
みの気温となるでしょう。冬らしい寒さにより休眠打破が順調
に行われて、スギ花粉の飛散開始は各地で例年並みとなる
見通しです。

スギ花粉は、飛散開始と認められる前から、わずかな量
が飛び始めます。2月上旬に飛散開始が予測される地域で
は、1月のうちから花粉対策を始めるとよいでしょう。

Contents3 2019.12.5 発表

2020年　春の花粉飛散予測（第2報）
～スギ花粉シーズンは例年並みでスタートの見込み～

https://www.jwa.or.jp/news/2019/12/8796/

この情報に関する詳細につきましては、
下記、ホームページまで。

●スギ花粉の飛び始めは、全国的に例年並み

●飛散量は、広い範囲で例年より少なくなり、九州は非常
に少ない

●九州から東海は前シーズンと比べると飛散量は非常に
少ない

2020年　春の花粉飛散予測のポイント ■2020年シーズンの花粉飛散傾向
2020年春の花粉飛散予測は、九州から関東甲信まで例

年より少ない見込みです。特に、九州は非常に少なく、中
国や近畿でも非常に少ない所があるでしょう。東北はおおむ
ね例年並み、北海道はやや多い予想です。

一方、前シーズン比で見ると、九州から東海は、広い範
囲で非常に少ない見込みです。関東甲信、北陸も少なくな
る予想です。東北は大体前シーズン並みでしょう。北海道と
青森では非常に多くなる予想ですが、これは前シーズンの
飛散量が例年より非常に少なかったためです。

■避難支援ポータル
日本気象協会が用意する避難支援サービスに関わるさま

ざまな機能をここで利用することができます。
■避難確保計画策定支援ツール
要配慮者利用施設管理者などが避難確保計画を簡易に作

成出来るツールです。インターネットが使える環境であれば
どこでもパソコンを利用して避難確保計画の作成作業が行え
ます。施設管理者の作業負担を抑えるために国土交通省や
市区町村が公開する避難確保計画のひな型を参考に事前プ
ログラミングを行っています。そのため、パソコン画面を通
じて問答形式に入力することで国土交通省が公開するガイド
ラインに則った避難確保計画を作成することができます。

日本気象協会、要配慮者利用施設向け避難支援サービスを開始
～実効性のある防災サービスのパイオニアを目指す～

日本気象協会は、要配慮者利用施設向け避難支援サービ
スを2019年10月1日（火）から開始しました。
その第1弾として、水防法などで義務化されている避難

確保計画を簡単に作成することができる要配慮者利用施設
向け避難確保計画策定支援ツールを提供開始しました。

https://www.jwa.or.jp/news/2019/10/8295/

このサービスに関する詳細につきましては、
下記、ホームページまで。
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https://www.jwa.or.jp/news/2019/09/8245/

このサービス・商品に関する詳細につきましては、
下記、ホームページまで。

https://tenki.jp/indexes/gap_temp/

日本気象協会が運営する天気予報専門メディア「tenki.jp」にて
全国約1900地点の『寒暖差肌荒れ指数』をご覧いただけます

■「寒暖差肌荒れ指数」ランクとアイコン

■tenki.jp『寒暖差肌荒れ指数』のイメージ

■天気予報専門メディア「tenki.jp」

2019.09.26 発表Contents5

日本気象協会は、資生堂ジャパン株式会社と新たに『寒
暖差肌荒れ指数』を開発しました。本指数は、「寒暖差が肌
荒れの原因となっていた」という“寒暖差と肌荒れの相関関
係”を参考に開発したもので、日本気象協会が運営する天気
予報専門メディア「tenki.jp」で2019年9月26日（木）から
正式提供しています。

本指数は、秋冬の気温と湿度の状況から、肌の乾燥・肌
荒れに対するリスクレベルを5ランクに分け、寒暖差による
肌荒れの危険度を指数化したものです。
日本気象協会の保有する気象コンサルティングのノウハウ

を元に、前日との気温差や一週間を通しての気温差など、
さまざまな期間の気温差や湿度のデータと、資生堂の持つ
肌や美容に関する研究結果などの知見を加味して、指数を
算出します。場面ごとに異なる寒暖差を、肌への影響の大小
に合わせて評価します。こちらは、長期間にわたって寒暖差
にさらされるほど、肌への影響が大きくなる傾向があります。

本指数を通じて、多くの方に気象情報をより身近に感じ、
日々の生活でご活用いただくことを目指します。

日本気象協会が発表する気象情報を、Webサイト／ス
マートフォンアプリで無料提供している天気予報専門サービ
スです。
年間ページビュー数は40億PV（Webページ・iPhone

／ Androidアプリ合算での推定）。生活に欠かせない天気予
報に加え、専門的な気象情報、地震・津波などの防災情報
も確認できます。気象予報士が日々提供する「日直予報士」
も人気コンテンツです。

日本気象協会と資生堂が『寒暖差肌荒れ指数』を開発
～天気予報専門メディア「tenki.jp」にて新しい指数として提供～


